
蓋形埴輪（きぬがさがたはにわ）

①概要

②ココに注目！！
　

　大きく口縁部（筒部）、笠部、台部で構成されています。笠部
はお椀を伏せたような形状で、先端部に段を設け、放射状に線刻
（せんこく）を入れることで蓋の布張りを表現しています。台部
は地面に直接置く際の支えや、円筒埴輪に挿し込む部分となりま
す。

 埴輪は古墳の上に置かれ、長い間風雨にさらされるため表面が風
化しているものが多いですが、よくよく観察すると作った時の痕
跡が残っていることがあります。
　この埴輪には、笠部の表面に細かい横線が認められることか
ら、粘土で形を作っている途中に木製の板状工具で表面を整えて
いたことが分かります。こうした痕跡を考古学ではハケメ（ヨコ
ハケ）と呼んでいます。

　古くは古代エジプトや中国で用いられた、貴人にさしかける傘状の威儀具（いぎぐ）を蓋（きぬがさ）や天蓋（てんがい）と呼びます。日本
では古墳時代からその存在が知られ、蓋形埴輪（きぬがさがたはにわ）は、その蓋の柄の部分を省略し、笠部分を模して作られた埴輪と考えら
れています。上部の口縁部（筒部）に立飾（たちかざり）をはめ込むものと、立飾の無いものが知られています。
　今回公開している蓋形埴輪は行者塚古墳（ぎょうじゃづかこふん）から出土したもので、立飾の無いタイプです。出土した場所は古墳の東側
くびれ部周辺からで、前方部東側の円筒埴輪列に載せられていた可能性があります。破片が足りないため石膏で補った部分も多いですが、高さ
35.3㎝、口縁部の直径22.2㎝、笠部の最大径51.4㎝に復元できます。

　口縁部から笠部には、赤色顔料（せきしょくがんりょう）と呼ばれる塗料
が塗られていた痕跡が認められます。「顔料」は、装飾や絵画的な用途で使
われることもありますが、古墳で使用される場合は呪術的な意味合いが大き
いと考えられます。古墳に並べられたたくさんの埴輪のうち、赤く塗られた
埴輪は何か特別な意味が込められていたのかもしれません。
　この蓋形埴輪は、顔料が口縁部の内側や笠部の先端裏側にも確認でき、わ
ざわざ覗き込まないと確認できない部分にも塗っています。このことから
も、装飾として外から見える部分を意識しているというよりは、赤く塗るこ
とに呪術的な意味があったことを示しているといえるでしょう。
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